
感染症状況下に
おける
こころのサポート
～子どものための心理的
応急処置～

子どもの親、養育者、支援
者に向けて
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１. 子どものストレス

反応や行動

2. ストレスを抱えて

いる子どもとのコミュ

ニケーション

3.知っておいてほし

いこと（ストレスマネ

ージメント）

本スライドの制作は、DPAT事務局とセーブ・ザ・チルドレン・ジャパンによるものです。
本スライドを複製・転載及び配布する際にはご一報ください。（2020.05.29 更新）



子どものストレス反応や行動

厚生労働省委託事業 DPAT事務局



0~3歳くらい 4~6歳くらい

• 親や養育者にしがみついたり、離れなくな
る

• 以前は怖がらなかったことを怖がる
• 睡眠や食事行動に変化
• より幼い行動に戻る

• 親や養育者から離れない
• 睡眠や食事生活における変化
• 幼い行動に戻る
• 動きが少なくなる、もしくは多動になる
• 遊ばない、もしくは同じ遊びを繰り返す
• マジカル･シンキング

7~12歳くらい 13歳～くらい

• さまざまな身体症状の訴え
• 睡眠障害や食欲不振
• 攻撃性、苛立ち、落ち着きのなさ
• 恐怖心を抱いたり、行動に表す
• 起きたできごとについて、同じ言葉や方法
で繰り返し話す

• 遊びの中で表現する

• 強い責任感や罪悪感を持つ
• 自滅的な行動や他者を避けること、攻撃
的な行動が増す

• 社会に適合するために、より仲間を頼るよ
うになる
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子どもが一般的に示すストレス反応・行動例

異常な事態に対する、子どもの通常の反応！



発達障がいの子どもによくみられる反応・行動

• 多動、衝動性が強くなり、落ち着きのなさやいらだちが

目立つ

• 不注意症状が悪化し、ぼっーとしがちになる

• こだわりが強くなる

• 感覚過敏性が亢進し、思い通りににならないことも増え、

パニックを起しやすくなり、独り言や常同行動が長く続く

様になる

異常な事態に対する、子どもの通常の反応！

国立障害リハビリテーションセンター研究所 発達障害情報支援センター



子どものための心理的応急処置

ストレスを抱えている
子どもとのコミュニケーション

56



子どものための心理的応急処置

自然災害や感染症の流行など、普段と
異なる生活の中で、子どもとたちはいつもと
は違う反応や行動を示すことがあります。

「子どものための心理的応急処置」は、
そのような子どもたちのこころを傷つけずに
対応するための支援の方法です。



1. 安全感･安心感を促す

2. 落ち着けるようサポートする

3. 個人や集合体の自信を促す

4. つながりを促す

5. 希望を促す働きかけ

災害時の心理的援助における科学的根拠に基づいた
5つの原則

資料出典:Hobfoll SE, Watron PJ, Bell CC, Brymer MJ, Friedman M, Gersons BPR, de Jong, JT, Layne CM, et al. 
(2007) Five Essential Elements of Immediate and Mid-Term Mass Traum Intervention: Emprical Evidence. 
Psychiatry, 70:283-315. 14



心理的応急処置には次のようなことが含まれます

ストレスを抱えている人に対し、

•おしつけがましくない、実際に役立つケアや支援を提供

•ニーズや心配事の確認

•水や食料、住居など、基本的ニーズの援助

•無理強いをせず、傾聴する

•安心させ、落ち着けるよう手助けをする

•情報や公共サービス、社会的支援につなぐ

•さらなる危害からの保護



心理的応急処置とはこのようなものではありません

•専門家にしかできないものではない

•専門家が行うカウンセリングではない

•無理に話を聞き出すものではない

•「心理的ディブリーフィング」ではない

－つらい出来事について詳しく話しをしていくものではない

•何が起こったのかを分析させたり、起きた事を時系列に並べ
させたりするものではない

•その人が語るのを聞くことはあっても、感情や反応を聞き出
すものではない



見る
Look

心理的応急処置の行動原則

聴く
Listen

つなぐ
Link

準備
Preparation

心理的応急処置（サイコロジカル･ファーストエイド:PFA）フィールド･ガイド(2011)
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▶ 危機的状況下で子どもが一般的に示
す反応や行動を知る

▶ その場で利用できるサービスや支援を
調べる

▶ 正確な情報を手に入れられる場所や
手段ついて調べる

準備

準備
Preparation

支援のための準備



見る
Look
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▶ 子どもの様子に注意を向ける

見る

▶ 子どもの親や養育者へも注意を向け
る
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▶ 支援が必要と思われる子どもや親、
養育者に寄り添う

▶ ニーズや心配事について確認する

▶ 話に耳を傾け、気持ちを落ち着かせる
手助けをする

聴く
Listen

聴く

子どもや親、養育者に対し・・・
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相手の話に集中

ニーズを明確にするための質問

共感

要約

1

2

3

4

5

５要素
繰り返し（あいづち、キーワードの復唱）

傾聴

聴く
Listen



本当に大変でしたね

そんな風に思うくらい
辛いんですね

今、私にはわからないので
調べてみます

何が出来るか
一緒に考えてみましょうか

何かお手伝いできることは
ありますか？

正確な情報が入り次第
お伝えします

相手が何を必要としているの
か、まずは聞いてみましょう

わからないことはごまかさず正直
に伝えましょう

自分の考えを意見せず、
相手の気持ちを尊重しましょう

人と比べず、
相手の気持ちを受け止めましょう

相手の出来ることは奪わず
自分の出来る範囲のことをしましょう

安易な慰めや
根拠のないことは言わないようにし
ましょう
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▶ 基本的ニーズが満たされ、適切な支
援が受けられるようサポートする

▶ 情報を提供する

つなぐ
Link

▶ 子どもとその家族を引き合わせ、
社会的支援へとつなぐ

▶ 自分たちの力で問題を対処できるよう
サポートする

つなぐ

子どもや家族に対し・・・



多くの子どもは次のような場合、順調に回復する…

•子どもが安心できる親や養育者と一緒にいることができる

•基本的なニーズが満たされる

•危険な状態から抜け出し、安全を感じることができる

•PFAなどによる支援を受ける
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専門家につなぐ

25



•自分を傷つけたり、自殺の恐れのある人

•他者を傷つける（暴力行為)可能性がある人

•日常生活に支障をきたしている人

26

すぐに専門家につなぐ必要がある人は



子どもの養育者・支援者の方に
知っておいてほしいこと

厚生労働省委託事業 DPAT事務局



いま皆さんが体験している感染状況下でのストレス

感染症

情 報生活の変化

感染予防
• 手洗い、うがい
• 咳エチケット
• 「３密」を避ける

など

通常の
ストレスマネジメント

情報との付き合い方



感染状況下における特別なストレス

1. 虐待、ドメスティクバイオレンス（DV)

2. 喪失

3. 差別や偏見

4. 支援者の惨事ストレス

これらは、非常に強く、深刻なストレス反応
（心的トラウマ反応）につながる可能性があります。



• 普段の業務に加えての 過重労働

• 特殊な状況下での 生活や労働

• チーム内での 人間関係の問題

• 保護者からの非難・中傷

• 睡眠や休息が十分にとれない

• 使命感と現実の制約とのあいだで葛藤を生じる

→不全感・無力感

• 立派な支援者になろうという過剰な努力

→自分や他の支援者への怒り

累積される疲

労やストレス

• 感情制御が困難になる：ちょっとしたことでイライラ、怒鳴る

• 日常生活に影響が出るほど、酒の量が増えたり、眠れなくなる

• 抑うつ、不安などが続く

中長期的に

は・・・
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養育者・支援者特有のストレス

環境・できごと

認知→反応



✓ 部署のチーフを任された

✓ 知人にあいさつをしたのにムシされた

どの程度イヤ？

どのように対処する？

快活な気分 ストレス反応

健康・活発な生活 ストレス関連疾患

成
功

失
敗
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ストレスの個人差が生じるメカニズム

どの程度のりこえられそう？

（Lazarus & Folkman, 1984をもとに作成）

ステップ 1

• ストレスの体験

（出来事・環境）

ステップ2
• 認知的評価

ステップ３

• ストレス対処

（コーピング）

ステップ４
• ストレス反応

• 結果



ステップ 1

• ストレスの体験

（出来事・環境）

ステップ2
• 認知的評価

ステップ３

• ストレス対処

（コーピング）

ステップ４
• ストレス反応

• 結果
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ストレスを克服するためには？

★ 環境を整える

★ とらえ方・考え方（認
知）を変える

★ 対処の方法を学ぶ

★ リラクセーションを得る

★ つながりを強める（社会的サポート）

ストレッサー
を見極める

認知的技法

行動的技法



• おやすみ：行動を変える

✓食事をきちんととり、十分な休息をとる

✓リラックスのための時間をもつ

✓アルコール、カフェイン、ニコチンの摂取は最小限にする

• 自分をみつめる：認知を変える

✓小さなことでも役に立てたことを確認する

✓すべての問題を解決することはできないので、やれること

の限界を知る

✓過去に役立った対処法を活用する
33

自分自身のために知っておいてほしいこと



リラクセーション法 呼吸法（ストレス反応を変える）

• こころの中で「１・２・３・４・」と４まで数えながら

息を吸ってみましょう

•軽く、息をとめましょう

• 「５・６・７・８・９・10・・・・」と数えながらゆっくり

と吐き、10以上になるようにしてみましょう

• また、「１・２・３・４・」と数えながら息を吸い、同

じようにゆっくりとはきましょう。
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2～3分間、くりかえします・・・



リラクセーション法 筋弛緩法（ストレス反応を変える）

•力をギュッと入れ、思いきり緊張させます。（10秒）

•一気に力を抜き、弛緩させます。（20秒）

• 「リラーックス」など、声をかけるとよいでしょう。

•一部分から全身にリラクセーションを進めていきましょう。
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手と腕 顔 頸 肩 胸 腹 背中 脚



• たすけあい：社会的サポートを得る

✓仲間同士の声のかけ合い、互いに支え合う方法を

考える

✓仕事を分担したり、交代制を取り入れたりする

✓友人、大切な人、信頼できる人に話す機会をつくる
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自分自身のために知っておいてほしいこと



（１）業務ローテーションと役割分担の明確化

（２）養育者・支援者のストレスについて知る

（３）心身のチェックと相談体制

（４）人々の一般的な心理的反応について知る

（５）非常時・災害時のシミュレーション

（６）業務の価値付け、ねぎらい

セルフケアの限界 → 組織として体制を整えることが重要

職場・組織としてのストレス対策



参考資料
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• 子どものための心理的応急処置 (2013)
https://www.savechildren.or.jp/lp/pfa/

• 「心理的応急処置（サイコロジカル･ファーストエイド:PFA）フィー
ルド･ガイド」(2011)

http://saigai-kokoro.ncnp.go.jp/pdf/who_pfa_guide.pdf

• 国立障害リハビリテーションセンター研究所 発達障害情報支援
センター

http://www.rehab.go.jp/ddis/

https://www.savechildren.or.jp/lp/pfa/
http://saigai-kokoro.ncnp.go.jp/pdf/who_pfa_guide.pdf
http://www.rehab.go.jp/ddis/


参考資料（ダウンロードしてすぐに活用できる資料）

子どものための心理的応急処置パンフレット

https://www.savechildren.or.jp/news/publica

tions/download/PFA_191003.pdf

Parenting in the time of COVID-19（新型コ
ロナウイルス感染症下での子育て）
https://www.covid19parenting.com/japanese

https://www.savechildren.or.jp/news/publications/download/PFA_191003.pdf
https://www.covid19parenting.com/japanese


参考資料（ダウンロードしてすぐに活用できる資料）

感染症対策下で子どもの安心・安全を高めるために

https://www.savechildren.or.jp/news/publicat

ions/download/MHPSS_message.pdf

感染症対策下で子どもの安心・安全を高めるために

（イラスト版）

https://www.savechildren.or.jp/scjcms/dat/im
g/blog/3192/1584524478717.pdf

https://www.savechildren.or.jp/news/publications/download/MHPSS_message.pdf
https://www.savechildren.or.jp/scjcms/dat/img/blog/3192/1584524478717.pdf


子どもたちに読んでほしい
「こんなとき、どうする？」
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2020年３月に、セーブ・ザ・チルドレンが子どもたちを対象に行った「2020年春・緊急子どもアンケート」の回答に寄せら
れた子どもの声より。 （回答：日本臨床心理士会、日本公認心理師協会）
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子どものための心理的応急処置に関する問い合わせ先

公益社団法人セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン

japan.pfa@savethechildren.org

本スライドを複製・転載及び配布する際にはご一報ください。
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